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ロジ研 年間統一テーマ ～ 和衷共済 ～ 

◇『新年巻頭言』 

本部長 田中 敏之 

〔千代田支部 新聞輸送㈱〕 
新年あけましておめでとうございま

す。 
皆様方におかれましてはつつがなく新
しい年をお迎えのこととお慶び申し上
げます。 
 3 年ぶりに行動制限のない年末年始、
皆さまはどのように過ごされましたで
しょうか。私は実家で年を越し、箱根駅
伝を蒲田付近で観戦しました。関東学
連の新田選手が独走と思いましたが帰

宅しテレビをつけると、明治大学の富田選手が 1位の選手を猛
追する姿を見てビックリ‼正に青天の霹靂でした。 
 このように情報は常に変化していき、いかなる時でもアンテ
ナを張っていなければ時代遅れとなってしまう、そんな事を実
感した正月でした。 
 さて、今年は卯年。うさぎというだけあり飛躍の年と言われ
ております。 
2024 年の法令改正を目の前に控え、人手不足、燃料高騰の諸

問題も抱え暗雲が立ちこめる運送業界。現状を打破し、飛躍し
ていくには運送業界全体が一丸となり課題に取り組まなけれ
ばなりません。正に今期のテーマである「和衷共済」につなが
ります。 
 今年も大いに自由闊達な議論を繰り広げて絆を深めつつ、運
送業界の発展に尽力して参りましょう。 
 末筆になりましたが、会員の皆さまのご多幸とご発展を祈念
し、新年のご挨拶とさせていただきます。本年も何卒宜しくお
願い申し上げます。 
 

◇『新年のご挨拶』 

副本部長・総務委員長 大島 弥一 

 〔新宿支部 大島運輸㈱〕 
新年明けましておめでとうございます。 
昨年は北京オリンピックに始まりメジャーリーグでの大谷

選手、令和の三冠王、村神様の活躍、そしてワールドカップで
の『ドーハの奇跡』というスポーツで感動をさせてもらった一
年でした。 
他方でコロナによって売上回復もまだまだなところへロシ

アによるウクライナ侵攻という信じられない光景を目の当た
りにし、燃料含めたすべての原材料高騰で経営基盤の根底から
見直さなければならない状況になっております。サーチャージ
や運賃交渉をしても荷主の経営状況が悪ければ、雀の涙程度し
か応じてもらえません。人手の確保も厳しい状況で、廃業して

いく会社も多く、各支部会員数も減少しています。今後ブロッ
ク化という名目で事務業務の共同化が始まろうとしています
が、支部だけでなく協同組合、そのうち皆さんの会社同士でも
業務の共同化があり得るかもしれません。 
そのような危機的な状況の中、ロジ研メンバーとしてどこか

ら手を付けて行けばよいでしょうか？今年はそのあたりの議
論から始めてもよいかと思います。防衛や少子化目的で増税の
話がありますが、あるセミナーで講師が景気の回復には減税が
一番と話しをされていました。現在の日本を見ると、震災復興、
経済発展なんてまるで他人事のように思えます。例えば私の長
女(学生)が飲食店のバイトで、昨年、人手不足でシフトを増や
してくれと頼まれ、結果的に 103 万を超えてしまいました。最
低賃金も年々上がる中、103 万、130 万の壁はいつ変わるので
しょうか？外国人の生活保護問題もしかり、無駄な予算や議員
定数、文書交通費にメスを入れてくれる議員がいましたら、党
派を超えて話を聞いてみんなで応援したいと思いますので、ぜ
ひご紹介していただきたいと思います。 
さて最近は『大人の社会科見学』がロジ研のメイン活動とな

りつつあります。今年も地方探索を開催する予定ですが、研修
等、どこか候補地があれば検討してまいりますし、他にも何か
ご要望があればお気軽にご意見を頂きたいと思いますので、引
き続き温かいご支援・ご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶
とさせていただきます m(_ _)m 
 

◇『新年のご挨拶』 
（一社）東京都トラック協会 

業務部長 中里 直之 
新年のお慶びを申し上げます。 
昨年も世界中が新型コロナに翻弄されました。そして大国が

大義のない侵攻を他国に仕掛け国際秩序を崩壊し、また、大国
の暴挙が世界的な物価高を招き、未だに沈静化する兆候は見え
ません。安全といわれる国内では元総理が凶弾に倒れるなど、
混迷を極めた昨年から、今年はどのような展望が開かれるので
しょうか。 
本年の干支は癸卯（みずのと・う）です。 
「癸（みずのと）は春間近となりつぼみが開花する直前の状

態を表し、卯（う）は控え目に成長することを表すとあります
ので、癸卯の本年は停滞した世の中に希望がほのかに見えてく
る年」の意となります。つまり本年の干支は殺伐な世相ながら、
希望が芽吹いてきているので、焦らず無理をせず様子を見なが
ら対応すべき年となります。（恩師賀状から引用） 
何もせずに良い方向に向かうことはありません。今年を良き

年に、そして今後を更に発展させるために、個々の出来事に一
喜一憂することなく、まずは「標準的な運賃」の届出を行うこ
とにより足下を固め、行政と連携して、希望の芽を大きく膨ら
ませる行動に繋げていきましょう。 
本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
 
◇スケジュール《○ロジ研行事予定》   

 
○ 2/13（月） 14:30～ 正副本部長会議（東ト総合会館 6階研修室） 

○ 〃 15:00～ 本部連絡会（ 〃 ） 

○ 〃 16:00～ 三組織合同セミナー・新年会（明治記念館） 

○ 2/15（水）  研修見学会（JAL） 

○ 3/3（金） ～5(日) 海外研修・物流状況視察（台湾） 

○ 3/9（木）  チャリティーゴルフ（太平洋クラブ成田） 

    


